
1 

 

2026 年 7 月 22 日第 1 分科会資料  

神奈川県鎌倉市議会議員 上野学  

日米地位協定の改定を求める議会決議の神奈川での経験 

 

１．神奈川県内の米軍基地 

 数 面積(千㎡) 

神奈川 １２ 17,384 

9.2％ 1.8％ 

全国 １３０ 980,099 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．神奈川県内の議会決議の状況（2025 年度） 

・広範な国民連合が中心となって、県内すべての議会への請願・陳情の提出を目指した。 

区分 自治体数 自治体名 

意見書提出 ７ 
鎌倉市※、藤沢市、大和市、伊勢原市、 

南足柄市、葉山町、中井町 

審議したが、 

意見書 

提出ならず 

趣旨了承 1 秦野市 

不了承 10 
神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市、平塚市、

逗子市、厚木市、座間市、綾瀬市、清川村 

小計 １１  

机上配布 机上配布 11 

小田原市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町、大井町、

松田町、山北町、箱根町、真鶴町、湯河原町、 

愛川町 

未提出 5 横須賀市、三浦市、海老名市、二宮町、開成町 

合計 34  

※鎌倉市は陳情が机上配布となった後、意見書が議員提案された。 
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３．「日米地位協定とは何か」スピーチ＆ディスカッション 2025 年 11 月８日＠横浜 

・参加者 80 人のうち 20 人ほどが若い世代だった。 

・大学生７名が登壇しスピーチした。助言者はジャーナリストの布施祐仁氏が務めた。 

・参加者全員が小グループに分かれてディスカッションを行った。 

・小グループの代表が話し合いの内容を全体に共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

４．神奈川県知事への要請 

・2026 年 7 月 24 日（金）神奈川県知事に日米地位協定の抜本改定の実現を目指す要請

書を提出予定。意見交換を行う。（出席者は約 20 人、要請者は７団体と個人１46 人） 

要請 

・ イラン攻撃の在日米軍基地の使用の問題指摘 

・ 住民への暴行事件、有機フッ素化合物汚染など国内

法が適用されない問題指摘 

・ 国に対して日米地域協定の抜本改定を求めるよう県

知事に要請 

                                       2025 年の要請行動の様子 

 


